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地域を育み大陸をつなぐ訓麗脆洲朏孵
32

を2000年まで延長することを決めました。 1997～98年

度ゲレン・キンロスRI会長はパストガバナーのリチャ

ード・ウォーカー氏の率いる識字・計算能力向上グルー

プをつくりました。 ウォーカー氏はC.L E.

(Concentracted Language Encouner's集中言語助

長）を使う 「ライトハウス・プロジェクト」を紹介した
人物です。
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卓話 “識字率向上について”
地区識字率向上委員会委員長鈴木吉男様

◆それでこそロータリー

◆ビジター紹介

地区識字率向上委員会委員長鈴木吉男様

（津島RC)

◆出席報告

会員 42 （36）名 出席28名

州席率 77~ 78％

前々回 3／8 （修正出席率） 100％

一一

誠字と計算能力の向上を一緒に学ぶプログラムです。

算数のわからないのは計算ができないという理由から

ではなく、そこに書かれている問題の意味を十分に理解

できないという理由から小学校で算数ができない子供

は、国語もうまく理解できないからです。最初これは、

オーストラリアのアボリジニの人たちに英語の読み書

きを教えるためにCLEを生み出したのです。そして、

アジアでもこのプログラムは広く採用されました。

1997年のRI理事会で7月 (2006～07年度に3月に変

更）を識字率向上月間に指定し、その後、識字問題はR

I強調事項となり、ビチャイ・ラタクルRI会長も、そ

の強調事項の筆頭に識字率を挙げておられます｡今や識

字率向上運動は、ポリオ・プラス計画の後を継ぐRIの

重要なプログラムになりました。

現在の文明社会において、文字文化から隔絶されて生
活するということは、社会から置き去りにされることを

意味します。非識字者は正当な職に就けず、それに起因

する貧困は悲惨な悪循環を生み出します。

世界銀行では1日1ドル以下で生活している人々を

「最貧困層」と定義しています。2ドル以下で生活して

いる人を「貧困層」と定義しています。世界銀行の2001

～2005年の報告書によると、 ll億人が1日1ドル以下

で幕らし、 27億人が1日2ドル以下で生活しています。

世界で亡くなる人の3分の1が、貧困またはそれに関連

した原因といわれています。

’伊藤幹事報告

1） 本日例会終了後、諮問会を開催致しますので、諮
問会担当者は4階桂の間にお集まり~Fさい。

’ 三好会長挨拶

皆さんこんにちはI先週、皆さんから善意の義損金と

して236,000円を頂きました。そして、当日欠席された
メンバーの方々にもお願いしました所、本当に沢山の方

から援助頂きました。〆て'141,500円になりました。こ

れにクラブからの58，500円を加え総額500,000円を被

災者への義損金とさせて頂きます。尚、受け入れ窓口に

付きましてはご一任願いたく思います。本当に皆様有り

難う御座いました！ ！

◆卓話RIの取り組み“識字率向上について”
地区識字率向上委員会委員長鈴木吉男様

非識字（文盲）こそ貧困をはじめとする諸悪の根源で

あると考え、 1986年、RI理事会は搬字率向上を10年

間の強調プログラムに設定しました。 1992年、この期間

会長ﾃｰﾏ『自然(-優しく 1人(-優しく 1おも、やりをI 』 本紙 紙 迩



第2630地区ARRFCの竹腰兼壽様、青森第2830地区ロ

ータリー財団委員長篇岡義勝様、地区内ARRFCの福田

清成PG、財団カウンセラー江崎柳節PGはじめ地区内

82クラブの次年度会長・幹事・財団委員長総勢約280
名の御参加をいただき、午後2時より4時間にわたるセ

ミナーを熱心に開催することができました。

セミナーの目的はロータリー財団未来の夢計画を正

しく理解をしていただき、確実な持続可能な成果をもた

らす為の、各クラブへの活動支援と事例発表を目的に開

催いたしました。

初めに､東京よりお越しのRRFC川尻政輝様より未来

の夢計画概要のレクチャーを受け、当地区財団カウンセ

ラーであり、ZCC委員の江崎柳節PGより世界のポリオ

活勤の説明を受け、あと少しでポリオ撲滅宣言が出来る

経過を学び、ポリオ活動の意義を実感致しました。

江崎柳節PGには感謝いたします。

その後、各8分区より代表して、新補助金活動事例発

表をしていただき、今後の活動の参考にさせていただき

ました。発表されましたクラブの皆様に心から御礼を申

し上げます。

最後にグローバル補助金の活動経過を発表し、松前ガ

バナー年度のタイムスケジュールと活動計画につき、説

明し終了いたしました。

最後にセミナー開催に当たり、財団委員会委員の皆様

はじめガバナー事務所分室のスタッフの皆様のご協力

に心から感謝申し上げます。

また1100万人の子供たちが5歳の誕生日を迎えるこ

となく亡くなっています。8億人が貧困のために毎日お

なかをすかせています。

そして世界には約10億の非識字者がいます。我々に

は想像できない数字でありますが、これは15歳以_|二の

大人の1/4に当たります。その3/4はアジア人であると

いわれています。また、非識字者の2/3は女性であると
いわれます。インドやアフリカには、女の子を学校に行

かせようとしない地域があります。それらの地域では、

女性は子供を産み、家族の世話さえしていればいいと考
えられているからです。

一方、世界で’億3千万の就学年齢児が学校に行けま

せん。途上国の子供が年々増え続けているので、学校に
行けない子供が増加する恐れもあります。またせっかく

入学した子供も1/3は小学校を卒業していません。この

ままでは貧窟の差はますます広がり、地球規模の社会不

安は一層増大するでしょう。

現在、世界の人口は60億以上に達しました。さらに

年間1億人の人口増加を続けています。しかも人口増加

の99%は途上国の人口です。我々はせっかく予防接種で

救った子供たちを飢え死にさせてはなりません。彼らに

生き甲斐を持たせる教育と職業を与えなければなりま

せん。人口増加の抑制の最大のポイントは、母親たちの

教育です。途上国の少女が中東教育を受けるだけで、出

生率が低下し、先進国並みになることが知られていま

す。従って教育、特に女性教育こそ最も効果的な手段で
あると言えます。

地区ロータリー財団委員会委員長深谷友尋

【識字の定義について】

第1は「基本的識字」といわれるものです。子音I訓:音を

含めたアルファベットなどをき．らんと読めるというこ
とです、しかしそれだけでは考えるのに-'一分ということ

ではありません。

第2は「機能的識字」です、良く考える能力を備えたう

えで、読み醤きができ、コミュニケーションができると

いうものです。たとえば、新聞を挙げると、その新聞を

単に読むことができるというのが基本的な識字。それを

読んで何を考えるか､何かの行動を起こすことができる

のは機能的な識字です｡機能的難字は文字からの‘|背報に

対･して、物事を判断する能力を備えていてコミュニケー

ションができることを指します。

第3は「コンピュータ識字」です。コンピュータ用語を

理解し、コンピュータを使うことができるというもので

す。しかし第2の機能的な識字がなければ、コンピュー

タから得た情報を的確に判断することはできません。

このことが機能的識字の重要性が強調される理由です。
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本日季楽会よろしくお願いします

小山雅弘

今月は識字率向上月間です地区識字率向上委員会 ’

の鈴木委員長に卓話を頂きます

油田弘佑 足立一郎 池森由幸 ｜
伊藤健文 加藤重雄 川端 圭 ｜

喜多康夫 柵木充明 松居敬二 ｜

宮尾紘司 三好 親 西川豊長 ｜
尾関武弘 佐久間良治 鈴木理之 ’

鈴木聖三 竹内眞三 舎人経昭 ｜
和田正敏 渡遜源市 吉田節美 ｜
吉田 玄

鈴木様ご指導よろしくお願いします

蝿
｜合計27， 000円 ’

1

､
、
一一一■■■一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

〆

ノ

ニコボッ:塀霧
Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

鈴木委員長より謝礼を東日本大地震災害募金に

寄付いただきました。

櫛（十一月鱈③よ剛
2011年度地区ロータリー財団管理セミナー

開催報告 2011年2月2日 （水）

未来の夢計画試験地区に選ばれて、2回目の次年度の為

のロータリー財団管理セミナーを田'鳴好陣ガバナーの

もと、松前悲典ガバナーエレクト、千田毅ガバナーノミ

ニー、特別識師として第1ゾーンRRFCの川尻政輝様、

’ 次回例会平成23年4月7日 （木） 春季家族会(バス旅行）清水
久能山東照宮。清水魚市場おさかなセンター


